
たこと)

排水ポンプ・発電機の運転状況により燃料の消費量が増加する。
課題

排水機の高性能化や新設及び近年の降雨量増加に伴う電気使用料等が増加傾向にある。
(できなか 

降雨等の天候状況による、排水機場運転保守管理委嘱者の稼動時間の増加に伴い委託料が増加する可能性がある。
 ったこと)

除草委託については、住民等の要望に応じられない状況が増加している。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

 
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 26,249 27,269 29,096 32,601 合計 29,095,622 円
需用費 13,956,249 円

財
　
源

特定財源 11,394 11,082 11,779 11,227 役務費 8,539,108 円
委託料 6,503,434 円

一般財源 14,855 16,187

Ｄ

17,317 21,3

　

74 原材料費 96,8

　

31 円

職員人件費　

　

② 11,597 8,9

Ｏ

73 8,489 8,8

　

43

総事業費（①＋②

　

） 37,846 36,

∧

242 37,585 4

　

1,444

建
設
事
業

全

　

体事業費（単位：千円

実

） 0 ２４年度特定財源

　

名称

２４年度迄の累積

　

事業費 0 行政財産目的

施

外使用料、農業
用排水

　

機維持管理費補助金

２

　

６年度以降の事業費見

∨

込 0

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 産業振興

度

基本施策 農業
施策体系

　

施策の内容 生産基盤の

刈

強化

目
　
　
　
的

　湛水

谷

被害を防止するため、

市

農業用排水機場

主
た
る

事

内
容

　農業用排水機場

務

などの施設を常に安全

事

かつ
などの施設の維持

業

管理を図り、農業生産

評

性の 適正に稼動・運用

価

できるように保守管理

シ

業務
向上及び安定を図

ー

る。 などを行う。　　

ト

　　　　　　　　

位
置

（

づ
け

関連計画  

根拠法

様

令  

対象者 市民 事業期

式

間 ～

実施方法 ■直営　

１

■委託　□指定管理　

）

□補助・助成　□その

会

他

計名 担当部 建設部

Ｂ
　
事
　
業
　
実

一

　
績

２２年度実績 ２３

般

年度実績 ２４年度実績

会

２５年度計画

排水機場

計

用消耗品の購入 排水機

農

場用消耗品の購入 排水

業

機場用消耗品の購入 排

用

水機場用消耗品の購入

施

排水ポンプと自家発電

設

機の燃 排水ポンプと自

等

家発電機の燃 排水ポン

管

プと自家発電機の燃 排

理

水ポンプと自家発電機

事

の燃
料費 料費 料費 料費

業

排水機場の電気・水道

担

・電話 排水機場の電気

当

・水道・電話 排水機場

課

の電気・水道・電話 排

雨

水機場の電気・水道・

水

電話
料 料 料 料
施設修繕

対

料・火災保険料 施設修

策

繕料・火災保険料 施設

課

修繕料・火災保険料 施

款

設修繕料・火災保険料

項

排水機場の点検・検査

目

手数料 排水機場の点検

担

・検査手数料 排水機場

当

の点検・検査手数料 排

係

水機場の点検・検査手

施

数料
運転保守管理・清

設

掃・電気保 運転保守管

管

理・清掃・電気保 運転

理

保守管理・清掃・電気

係

保 運転保守管理・清掃

6

・電気保
安業務委託料

1

　　　　　　　 安業務

5

委託料 安業務委託料 安業務委託料
排水路除草委託料　　　　 排水路除草委託料 排水路除草委託料 排水路除草委託料

計画的に保守点検等を実施し、施設及び機械設備の適正な運用を保持した。

成果

(でき



施設の老朽化に伴い補修費が増加する可能性がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

 
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 18,753 18,892 17,911 18,000 合計 17,910,900 円
需用費 8,975,400 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 8,935,500 円

一般財源 18,753 18,892 17,911 18,000

職員人件費　② 6,886 6,461 6,720 7,369

総事業費（①＋②） 25,639 25,353 24,631 25,369

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 産業振興

度

基本施策 農業
施策体系

　

施策の内容 生産基盤の

刈

強化

目
　
　
　
的

　農業

谷

用排水機場と農業用排

市

水路の、排水能

主
た
る

事

内
容

　農業用排水機場

務

や農業用排水路の浚渫

事

と、
力と悪臭解消等衛

業

生面の向上及び機能の

評

保持 農業用排水機場の

価

補修工事や農業用排水

シ

路の
を図る。 緊急修繕

ー

を行う。

位
置
づ
け

関連

ト

計画  

根拠法令  

対象

（

者 市民 事業期間 ～

実施

様

方法 ■直営　■委託　

式

□指定管理　□補助・

１

助成　□その他

）

会計名 担当部 建

Ｂ

設

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

部

年度実績 ２３年度実績

一

２４年度実績 ２５年度

般

計画

農業用排水路浚渫

会

工事 農業用排水路浚渫

計

工事 農業用排水路の浚

農

渫工事 農業用排水路の

業

浚渫工事
泉田地内排水

用

路ほか1排水路 児山地

施

内排水路ほか6排水路

設

洲原南排水路ほか5排

等

水路 農業用排水機場の

補

浚渫工事
農業用排水機

修

場浚渫工事 農業用排水

事

機場浚渫工事 農業用排

業

水機場の浚渫工事 農業

担

用排水路の補修工事
高

当

須排水機場ほか1排水

課

機場 井ヶ谷排水機場 井

雨

ケ谷排水機場 農業用排

水

水機場の修繕
農業用排

対

水路修繕 農業用排水路

策

修繕 農業用排水路の補

課

修工事
田地池排水路ほ

款

か5排水路 折戸川排水

項

路ほか2排水路 欠ノ上

目

地内排水路ほか2排水

担

路
農業用排水機場補修

当

工事 農業用排水機場補

係

修工事 農業用排水機場

施

の修繕
井ヶ谷排水機場

設

ほか3排水機場泉田排

管

水機場ほか7排水機場

理

井ケ谷排水機場ほか7

係

排水機場

　農業用排水

6

機場及び農業用排水路

1

について、計画的に浚

5

渫工事及び補修工事等を実施し、完了した。

成果

(できたこと)

　浚渫について、計画的に執行しているが、本来なら施行すべき区間・箇所・回数を履行できない状況も発生してきてい
課題

る。また、



定どおり実施した。

(できたこと)

　計画的かつ予定どおりに執行できているが、今後も、市内に15ある農業用排水機場のポンプ、モーターの状況等を見極
課題

めながら、計画的かつ効率的にオーバーホールなどの整備を実施していく必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 改修排水機場数（箇所） 3 1 2 3 2
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 58,191 33,220 52,168 21,081 合計 52,167,850 円
委託料 3,431,400 円

財
　
源

特定財源 36,000 15,300 32,400 10,800 工事請負費 42,219,450 円
負担金、補助及び

一般財源 22,191 17,920 19,768 10,281 交付金 6,517,000 円

職員人件費　② 2,899 2,512 4,244 2,579

Ｄ

総事業費（①＋②） 6

　

1,090 35,73

　

2 56,412 23,

　

660

建
設
事
業

全体事

Ｏ

業費（単位：千円） 0

　

２４年度特定財源名称

　

２４年度迄の累積事業

∧

費 0 土地改良施設維持

　

管理適正化
事業費交付

　

金

２６年度以降の事業

実

費見込 0

　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

５

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 産業

度

振興

基本施策 農業
施策

　

体系
施策の内容 生産基

刈

盤の強化

目
　
　
　
的

　

谷

農業用排水機場等の機

市

能保持と耐用年数の

主

事

た
る
内
容

　土地改良施

務

設維持管理適正化事業

事

の助成制
確保を図る。

業

度を活用して、農業用

評

排水機場のポンプ、モ

価

ーターのオーバーホー

シ

ル等を行う。

位
置
づ
け

ー

関連計画  

根拠法令  

ト

対象者 市民 事業期間 ～

（

実施方法 ■直営　■委

様

託　□指定管理　□補

式

助・助成　□その他

１）

会計名 担当部 建

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

設

２２年度実績 ２３年度

部

実績 ２４年度実績 ２５

一

年度計画

弁天排水機場

般

、井ケ谷排水機 前新田

会

（新）排水機場の実施

計

九郎兵衛排水機場、前

農

新田（ 弁天排水機場、

業

今川排水機場
場及び馬

用

瀬口排水機場の実施 設

施

計業務委託 新）排水機

設

場、中川排水路の 、前

維

新田（旧）排水機場、

持

の
設計業務委託 前新田

管

（新）排水機場の排水

理

実施設計業務委託 実施

適

設計業務委託
弁天排水

正

機場、井ケ谷排水機 ポ

化

ンプのオーバーホール

事

など 九郎兵衛排水機場

業

、前新田（ 弁天排水機

担

場の吐出弁の取替
場及

当

び馬瀬口排水機場の排

課

水 の分解整備改修工事

雨

新）排水機場の排水ポ

水

ンプの え、今川排水機

対

場、前新田（
ポンプの

策

オーバーホールなど 適

課

正化事業拠出金（負担

款

金） オーバーホールな

項

どの分解整 旧）排水機

目

場の鉛蓄電池の交
の分

担

解整備改修工事 備改修

当

工事 換などの改修工事

係

適正化事業拠出金（負

工

担金） 中川排水路の浚

務

渫工事 適正化事業拠出

係

金（負担金）
適正化事

6

業拠出金（負担金）

　

1

前新田（新）排水機場

5

について、実施設計業務委託と排水ポンプのオーバーホールなどの分解整備改修工事を実施し完

成果 了した。また、適正化事業拠出金（負担金）の支出も予



業費内訳

事業費　① 0 0 3,360 4,800 合計 3,360,000 円
工事請負費 3,360,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 3,360 4,800

職員人件費　② 0 0 1,415 1,474

総事業費（①＋②） 0 0 4,775 6,274

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

２

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

５

事
　
業
　
概
　
要

総合計

年

画
分野 産業振興

基本施

度

策 農業
施策体系

施策の

　

内容 生産基盤の強化

目

刈

　
　
　
的

　農業用排水

谷

機場を改修し、その機

市

能保持と

主
た
る
内
容

　

事

高須排水機場のポンプ

務

、モーターの分解修
性

事

能の向上及び耐用年数

業

を確保することによ 繕

評

を行う。
り、浸水被害

価

の解消を図る。

位
置
づ

シ

け

関連計画

根拠法令

対

ー

象者 市民 事業期間 ～

実

ト

施方法 ■直営　■委託

（

　□指定管理　□補助

様

・助成　□その他

式１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

建

２年度実績 ２３年度実

設

績 ２４年度実績 ２５年

部

度計画

　 　 高須排水機

一

場 高須排水機場
　 　 　

般

3号ポンプ分解整備　

会

1基 　1号ポンプ分解

計

整備　1基
　 　
　 　
　

農

　　――――――― 　

業

　　―――――――

　

用

高須排水機場について

施

、ポンプ設備のオーバ

設

ーホールを実施したこ

整

とにより、非常時にお

備

いても万全の状態で各

事

設備が

成果 機能できる

業

ようになった。

(でき

担

たこと)

　整備計画に

当

沿って執行できている

課

が、今後もポンプ等の

雨

現状を見極めながら、

水

計画的かつ効率的にオ

対

ーバーホールなど
課題

策

の整備を実施していく

課

必要がある。
(できな

款

か 

 ったこと)

指標

項

名称（単位）
実績値 目

目

標値

２２年度 ２３年度

担

２４年度 ２５年度 ２７

当

年度

活動 改修ポンプ数

係

（基） ― ― 1 1 ―
指標

工

指標
　近隣市と同等の

務

経過年数15年を目処

係

に実施している。
他市

6

との
比較検証

1 5

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事



消費量が増加する。
課題

排水機の高性能化や新設及び近年の降雨量増加に伴う電気使用料等が増加傾向にある。
(できなか 

降雨等の天候状況による排水機場運転保守管理委嘱者の稼動時間の増加に伴い委託料が増加する可能性あり。　除草委託
 ったこと)

については、住民等の要望に応じられない状況が増加している。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

 
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 50,416 52,271 58,519 61,201 合計 58,519,334 円
報償費 862,872 円

財
　
源

特定財源 3,983 3,975 3,956 3,875 需用費 11,840,215 円
役務費 19,145,910 円

一般財源 46,433 48,296 54,563 57,326 委託料 26,66

Ｄ

8,867 円
使用料

　

及び賃借料 1,470

　

 円

職員人件費　② 8

　

,698 7,896 7

Ｏ

,781 8,843

総

　

事業費（①＋②） 59

　

,114 60,167

∧

66,300 70,0

　

44

建
設
事
業

全体事業

　

費（単位：千円） 0 ２

実

４年度特定財源名称

２

　

４年度迄の累積事業費

　

0 排水機場維持管理受

施

託収入、
市町村権限移

　

譲交付金、行政

２６年

　

度以降の事業費見込 0

∨

財産目的外使用料

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

５

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 都市環境

基

度

本施策 河川・池沼
施策

　

体系
施策の内容 治水・

刈

雨水対策

目
　
　
　
的

　

谷

浸水被害を防止するた

市

め、排水機場などの

主

事

た
る
内
容

　排水機場な

務

どの河川施設を安全か

事

つ適正に
河川施設の適

業

正な維持管理を図り、

評

市民生活 稼動・運用で

価

きるように保守管理業

シ

務などを
の向上及び安

ー

定を図る。　　　 行う

ト

。

位
置
づ
け

関連計画  

（

根拠法令  

対象者 市民

様

事業期間 ～

実施方法 ■

式

直営　■委託　□指定

１

管理　□補助・助成　

）

□その他

会計名 担当部 建設

Ｂ
　
事
　

部

業
　
実
　
績

２２年度実

一

績 ２３年度実績 ２４年

般

度実績 ２５年度計画

河

会

川愛護活動への報奨費

計

河川愛護活動への報奨

河

費 河川愛護活動への報

川

奨費 河川愛護活動への

施

報奨費
排水ポンプ、自

設

家発電機、ク 排水ポン

等

プ、自家発電機、ク 排

管

水ポンプ、自家発電機

理

、ク 排水ポンプ、自家

事

発電機、ク
レーン等の

業

保守管理業務 レーン等

担

の保守管理業務 レーン

当

等の保守管理業務 レー

課

ン等の保守管理業務
排

雨

水機場・樋門・くみあ

水

げポ 排水機場・樋門・

対

くみあげポ 排水機場・

策

樋門・くみあげポ 排水

課

機場・樋門・くみあげ

款

ポ
ンプ・除塵機の点検

項

業務 ンプ・除塵機の点

目

検業務 ンプ・除塵機の

担

点検業務 ンプ・除塵機

当

の点検業務
河川施設の

係

運転保守管理・清 河川

施

施設の運転保守管理・

設

清 河川施設の運転保守

管

管理・清 河川施設の運

理

転保守管理・清
掃・電

係

気保安業務委託 掃・電

8

気保安業務委託 掃・電

3

気保安業務委託 掃・電

1

気保安業務委託
排水ポンプ車の運用委託 排水ポンプ車の運用委託 排水ポンプ車の運用委託 排水ポンプ車の運用委託

　計画的に保守点検等を実施し完了した。

成果

(できたこと)

　排水ポンプ・発電機の運転状況により燃料の



て、計画的に執行しているが、本来なら施行したほうが良いと思われる区間・箇所・回数を充分に履行でき
課題

ない状況も発生してきている。また、施設の老朽化に伴い補修費が増加する可能性がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

 
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 33,722 32,254 29,341 30,000 合計 29,341,200 円
需用費 7,494,900 円

財
　
源

特定財源 6,692 6,359 6,430 6,394 工事請負費 21,846,300 円

一般財源 27,030 25,895 22,911 23,606

職員人件費　② 10,510 0 6,720 7,369

総事業費（①＋②） 44,232 32,254 36,061 37,369

建
設
事
業

Ｄ

全体事業費（単位：千

　

円） 0 ２４年度特定財

　

源名称

２４年度迄の累

　

積事業費 0 河川占用料

Ｏ

２６年度以降の事業費

　

見込 0

　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

５

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 都市環境

基

度

本施策 河川・池沼
施策

　

体系
施策の内容 河川の

刈

改修

目
　
　
　
的

　浸水

谷

被害の防止や、市民生

市

活の利便性・安

主
た
る

事

内
容

　準用河川や排水

務

路、都市型排水機場の

事

浚渫
全性の確保を図る

業

。 と、準用河川や排水

評

路の緊急修繕、都市型

価

　
 排水機場・樋門な

シ

どの補修工事を行う。

ー

　

位
置
づ
け

関連計画  

ト

根拠法令  

対象者 市民

（

事業期間 ～

実施方法 ■

様

直営　■委託　□指定

式

管理　□補助・助成　

１

□その他

）

会計名 担当部 建

Ｂ
　
事
　

設

業
　
実
　
績

２２年度実

部

績 ２３年度実績 ２４年

一

度実績 ２５年度計画

・

般

準用河川小山川の浚渫

会

工事 ・準用河川吹戸川

計

ほか3河川の・準用河

河

川御堂添川ほか3河川

川

準用河川の浚渫工事
、

施

準用河川浜田川ほか1

設

河川の浚渫工事、準用

等

河川野吹川ほ の浚渫工

補

事、準用河川八角川 準

修

用河川の補修工事
補修

事

工事 か1河川の補修工

業

事 ほか3河川の補修工

担

事 排水路の浚渫工事
・

当

丸田町地内排水路ほか

課

10排 ・荒井町地内排

雨

水路ほか11排 ・竜ケ

水

根排水路ほか9排水路

対

の排水路の補修工事
水

策

路の浚渫工事、狭間地

課

内排 水路の浚渫工事、

款

江添川排水 浚渫工事、

項

板倉地内排水路ほ 排水

目

機場の浚渫工事
水路ほ

担

か10排水路の補修工

当

事 路ほか7排水路の補

係

修工事 か2排水路の補

施

修工事 排水機場の修繕

設

・高松排水機場ほか1

管

0排水機 ・浜田第一排

理

水機場の浚渫工 ・浜田

係

第一排水機場の浚渫工

8

場の浚渫工事、北浦排

3

水機場 事、高松排水機

1

場ほか8排水機事、北浦排水機場ほか8排水機
ほか4排水機場の補修工事 場の補修工事 場の修繕

　河川施設（準用河川、排水路、排水機場）の浚渫及び補修工事を計画的に実施し完了した。

成果

(できたこと)

　浚渫につい



費（単位：千円） 12,642,000 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 12,642,000

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平

Ｐ

成

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

２

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

５

　
業
　
概
　
要

総合計画

年

分野 都市環境

基本施策

度

河川・池沼
施策体系

施

　

策の内容 治水・雨水対

刈

策

目
　
　
　
的

　準用河

谷

川元刈谷川河口にある

市

市原樋門が腐

主
た
る
内

事

容

　腐食している木製

務

ゲートを撤去してステ

事

ン
食により損傷してい

業

るため補修することに

評

よ レス製ゲートを施工

価

する。
り、治水安全度

シ

の向上を図る。

位
置
づ

ー

け

関連計画

根拠法令

対

ト

象者 司町、港町、元町

（

の一部の住民 事業期間

様

平成２４年度 ～ 平成２

式

４年度

実施方法 ■直営

１

　■委託　□指定管理

）

　□補助・助成　□そ

会

の他

計名 担当部 建設部

Ｂ
　
事
　
業
　

一

実
　
績

２２年度実績 ２

般

３年度実績 ２４年度実

会

績 ２５年度計画

　 　 樋

計

門補修工事 　
　 　 　
　

市

　 　
　 　 　
　　　――

原

――――― 　　　――

樋

――――― 　　　――

門

―――――

腐食したゲ

補

ートを取り替えること

修

により、樋門機能の回

事

復が図れた。

成果

(で

業

きたこと)

課題

(でき

担

なか 

 ったこと)

指

当

標名称（単位）
実績値

課

目標値

２２年度 ２３年

雨

度 ２４年度 ２５年度 ２

水

７年度

活動 樋門補修工

対

事（箇所） ― ― 1 ― ―

策

指標

指標

他市との
比較

課

検証

款 項 目 担当係 工務

Ｃ
　
事
　
業
　
コ

係

　
ス
　
ト

単位：千円
２

8

２年度 ２３年度 ２４年

3

度 ２５年度 ２４年度

（

1

決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 12,642 0 合計 12,642,000 円
工事請負費 12,642,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 12,642 0

職員人件費　② 0 0 2,122 0

総事業費（①＋②） 0 0 14,764 0

建
設
事
業

全体事業



5,195 8,474

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

５

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 都市環境

基本

度

施策 河川・池沼
施策体

　

系
施策の内容 河川の改

刈

修

目
　
　
　
的

　道路横

谷

断部の排水路断面の不

市

足により既設

主
た
る
内

事

容

　道路横断部にボッ

務

クスカルバートを布設

事

し
水路が損傷している

業

ため、水路断面の拡幅

評

、 水路断面を確保する

価

とともに、ボックスカ

シ

ル
補修を行い、治水安

ー

全度の向上を図る。 バ

ト

ート前後の河床の補強

（

を行う。　

位
置
づ
け

関

様

連計画

根拠法令

対象者

式

小垣江町地区の一部市

１

民 事業期間 平成２４年

）

度 ～ 平成２６年度

実施

会

方法 ■直営　■委託　

計

□指定管理　□補助・

名

助成　□その他

担当部 建設部

一般

Ｂ

会

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

計

年度実績 ２３年度実績

折

２４年度実績 ２５年度

戸

計画

　 　 測量設計委託

川

排水路改修工事
　 　
　

排

　
　 　
　　　――――

水

――― 　　　――――

路

―――

排水路改修工事

改

にむけた詳細設計が行

修

えた。

成果

(できたこ

事

と)

課題

(できなか 

業

 ったこと)

指標名称

担

（単位）
実績値 目標値

当

２２年度 ２３年度 ２４

課

年度 ２５年度 ２７年度

雨

活動 排水路改修率（％

水

） ― ― 0 20 100
指

対

標

指標

他市との
比較検

策

証

課

款 項 目 担当係 工

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

務

ス
　
ト

単位：千円
２２

係

年度 ２３年度 ２４年度

8

２５年度 ２４年度

（決

3

算） （決算） （決算）

2

（予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 3,780 7,000 合計 3,780,000 円
委託料 3,780,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 3,780 7,000

職員人件費　② 0 0 1,415 1,474

総事業費（①＋②） 0 0



度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 都市環境

度

基本施策 河川・池沼
施

　

策体系
施策の内容 河川

刈

の改修

目
　
　
　
的

　用

谷

水機能を終えた排水路

市

を改修して流下能

主
た

事

る
内
容

　排水路改修延

務

長　45m
力を高め適

事

切な排水機能を確保す

業

る。

位
置
づ
け

関連計画

評

根拠法令

対象者 事業期

価

間 平成２４年度 ～ 平成

シ

２４年度

実施方法 ■直

ー

営　■委託　□指定管

ト

理　□補助・助成　□

（

その他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業

当

　
実
　
績

２２年度実績

部

２３年度実績 ２４年度

建

実績 ２５年度計画

　 　

設

排水路改修工事 　
　 　

部

　
　 　 　
　 　 　
　　　

一

――――――― 　　　

般

――――――― 　　　

会

―――――――

適切な

計

排水機能の確保ができ

八

たため、土砂の堆積や

軒

水溜りが排除できた。

町

成果

(できたこと)

課

地

題

(できなか 

 った

内

こと)

指標名称（単位

排

）
実績値 目標値

２２年

水

度 ２３年度 ２４年度 ２

路

５年度 ２７年度

活動 排

改

水路改修率（％） ― ―

修

100 ― ―
指標

指標

他

事

市との
比較検証

業
担当課 雨水対策

Ｃ
　

課

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

款

位：千円
２２年度 ２３

項

年度 ２４年度 ２５年度

目

２４年度

（決算） （決

担

算） （決算） （予算）

当

事業費内訳

事業費　①

係

0 0 2,657 0 合計

工

2,656,500 

務

円
工事請負費 2,65

係

6,500 円

財
　
源

8

特定財源 0 0 0 0

一般

3

財源 0 0 2,657 0

2

職員人件費　② 0 0 1,344 0

総事業費（①＋②） 0 0 4,001 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 2,656,500 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 2,656,500

２６年



度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 18,060 0 合計 18,060,000 円
工事請負費 18,060,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 18,060 0

職員人件費　② 0 0 1,415 0

総事業費（①＋②） 0 0 19,475 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

２

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

５

事
　
業
　
概
　
要

総合計

年

画
分野 都市環境

基本施

度

策 河川・池沼
施策体系

　

施策の内容 池沼の整備

刈

・保全

目
　
　
　
的

　池

谷

一面に繁茂する草と腐

市

敗した土砂により

主
た

事

る
内
容

　悪臭の原因と

務

なる草の根を含む土砂

事

を厚さ3
蚊などの害虫

業

や悪臭の発生源となっ

評

ている調 5cm鋤き取

価

り、草などの防草対策

シ

として敷コン
整池の改

ー

修工事を実施して周辺

ト

住環境の改善 クリート

（

を打設して周辺住環境

様

への阻害要因
を図る。

式

を除去する。

位
置
づ
け

１

関連計画

根拠法令

対象

）

者 市民 事業期間 ～

実施

会

方法 ■直営　■委託　

計

□指定管理　□補助・

名

助成　□その他

担当部 建設部

一般

Ｂ

会

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

計

年度実績 ２３年度実績

調

２４年度実績 ２５年度

整

計画

　 　 南沖野調整池

池

　
　 　 　コンクリート

改

舗装　1,806㎡　

修

　 　 　看板設置　1箇

事

所 　
　 　 　
　　　――

業

――――― 　　　――

担

――――― 　　　――

当

―――――

　南沖野調

課

整池について、コンク

雨

リート舗装を実施した

水

ことにより、腐敗した

対

土砂の除去等、周辺住

策

環境の改善が図れた

成

課

果 。

(できたこと)

　

款

現在、調整池の全てが

項

コンクリート舗装等に

目

なっておらず、草刈等

担

を行っているが、いず

当

れはコンクリート舗装

係

を行う
課題

必要がある

施

。
(できなか 

 った

設

こと)

指標名称（単位

管

）
実績値 目標値

２２年

理

度 ２３年度 ２４年度 ２

係

５年度 ２７年度

活動 実

8

施箇所（箇所） ― ― 1

3

― ―
指標

指標

他市との

2

比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年



81 24,283 0

職員人件費　② 2,175 2,154 1,768 0

総事業費（①＋②） 31,387 40,449 42,202 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 122,752 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 122,752 市町村振興協会基金交付金

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

５

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 都市環境

基

度

本施策 河川・池沼
施策

　

体系
施策の内容 河川の

刈

改修

目
　
　
　
的

　流域

谷

の宅地化が進み、流出

市

量が増加したた

主
た
る

事

内
容

排水路改修延長　

務

634m
め、排水路断

事

面を拡幅して流下能力

業

を高め、 流域面積　　

評

  　7.4ha
浸水

価

被害の解消を図る。 　

シ

位
置
づ
け

関連計画  

根

ー

拠法令  

対象者 泉田町

ト

地区、今川町地区の各

（

一部の市民 事業期間 平

様

成２０年度 ～ 平成２４

式

年度

実施方法 ■直営　

１

■委託　□指定管理　

）

□補助・助成　□その

会

他

計名 担当部 建設部

Ｂ
　
事
　
業
　
実

一

　
績

２２年度実績 ２３

般

年度実績 ２４年度実績

会

２５年度計画

排水路改

計

修工事 排水路改修工事

割

排水路改修工事 　
支障

田

物件の移転 支障物件の

地

移転 　
　
　
　　　――

内

―――――

　改修計画

排

に基づき改修工事を実

水

施することができた。

路

成果

(できたこと)

 

改

課題

(できなか 

 っ

修

たこと)

指標名称（単

事

位）
実績値 目標値

２２

業

年度 ２３年度 ２４年度

担

２５年度 ２７年度

活動

当

排水路改修率（％） 3

課

8 81 100 ― ―
指標

雨

 
指標

 
他市との
比較

水

検証

対策課

款 項 目 担当

Ｃ
　
事
　
業
　
コ

係

　
ス
　
ト

単位：千円
２

工

２年度 ２３年度 ２４年

務

度 ２５年度 ２４年度

（

係

決算） （決算） （決算

8

） （予算） 事業費内訳

3

事業費　① 29,21

2

2 38,295 40,434 0 合計 40,434,270 円
工事請負費 30,643,200 円

財
　
源

特定財源 0 9,314 16,151 0 補償、補填及び賠
償金 9,791,070 円

一般財源 29,212 28,9



に基づき、近隣市と同等の経過年数15年を目処に実施している。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 67,116 61,415 38,220 76,000 合計 38,220,000 円
工事請負費 38,220,000 円

財
　
源

特定財源 39,621 36,901 35,267 51,418

一般財源 27,495 24,514 2,953 24,582

職員人件費　② 3,262 2,512 1,768 2,948

総事業費（①＋②） 70,378 63,927 39,988 78,948

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 市町村振興協会基金交付金

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平

Ｐ

成

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

２

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

５

　
業
　
概
　
要

総合計画

年

分野 都市環境

基本施策

度

河川・池沼
施策体系

施

　

策の内容 治水・雨水対

刈

策

目
　
　
　
的

　市街地

谷

用排水機場の機械設備

市

等を改修し、

主
た
る
内

事

容

　排水機場のポンプ

務

、モーターの分解整備

事

工
常に安定した排水能

業

力を保持し、耐用年数

評

を 事を行う。
確保する

価

と共に長寿命化を図る

シ

ことにより、 　
浸水被

ー

害を未然に防ぎ、市民

ト

の生命・財産を
守る。

（

位
置
づ
け

関連計画  

根

様

拠法令  

対象者 市民 事

式

業期間 ～

実施方法 ■直

１

営　■委託　□指定管

）

理　□補助・助成　□

会

その他

計名 担当部 建設部

Ｂ
　
事
　
業

一

　
実
　
績

２２年度実績

般

２３年度実績 ２４年度

会

実績 ２５年度計画

浜田

計

第一排水機場 浜田第一

排

排水機場 浜田第一排水

水

機場 浜田第一排水機場

機

　4号ポンプ分解整備

場

　1基 　5号ポンプ分

改

解整備　1基 　1号ポ

修

ンプ分解整備　1基 　

事

6号ポンプ分解整備　

業

1基
　4号除塵機分解

担

整備　1機 　5号除塵

当

機分解整備　1機 　6

課

号除塵機分解整備　1

雨

機 　1号除塵機分解整

水

備　1機
高松排水機場

対

　建物改修　　　　　

策

1機場

　浜田第一排水

課

機場について、ポンプ

款

設備及び除塵機のオー

項

バーホールを実施した

目

ことにより、非常時に

担

おいても万全の

成果 状

当

態で各設備が機能でき

係

るようになった。

(で

工

きたこと)

　整備計画

務

に沿って執行できてい

係

るが、今後も市内に1

8

3箇所ある市街地用排

3

水機場のポンプ、モー

2

ター等の現状を見極め
課題

ながら、計画的かつ効率的にオーバーホールなどの整備を実施していく必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 改修ポンプ数（基） 1 1 1 1 1
指標

 
指標

　「排水機場維持管理計画」



る開発地が市街地の大半を占め、流域整
他市との 備計画における必要対策量が大きく達成が困難である。今後は、対策量が大である洲原池・岩ケ池及び草野
比較検証 池の県営による防災ダム事業の早期の着手に努める必要がある。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 70,166 0 1,995 4,480 合計 1,995,000 円
委託料 1,995,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 70,166 0 1,995 4,480

職員人件費　② 2,899 0 1,486 2,948

総事業費（①＋②） 73,065 0 3,481 7,428

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 3,352,588 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 702,347

２６年度以降の事業費見込 2,645,761

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平

Ｐ

成

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

２

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

５

　
業
　
概
　
要

総合計画

年

分野 都市環境

基本施策

度

河川・池沼
施策体系

施

　

策の内容 治水・雨水対

刈

策

目
　
　
　
的

　雨水貯

谷

留浸透施設の整備を促

市

進し、浸水被

主
た
る
内

事

容

　雨水貯留浸透施設

務

（調整池・ため池・公

事

園
害の解消と河川流下

業

負担の軽減を図る。 地

評

下貯留施設など）の整

価

備を行う。

位
置
づ
け

関

シ

連計画 刈谷市雨水総合

ー

対策整備計画

根拠法令

ト

河川法、特定都市河川

（

浸水被害対策法 

対象

様

者 市民 事業期間 平成１

式

５年度 ～

実施方法 ■直

１

営　■委託　□指定管

）

理　□補助・助成　□

会

その他

計名 担当部 建設部

Ｂ
　
事
　
業

一

　
実
　
績

２２年度実績

般

２３年度実績 ２４年度

会

実績 ２５年度計画

・新

計

池の整備工事の実施（

雨

平 ・県の防災ダム事業

水

が実施さ ・計画審査資

貯

料修正業務委託 ・雨水

留

貯留事業（防災ダム事

浸

成21年度繰越分） れ

透

なかったため負担金の

事

実績 の実施 業）負担金

業

・洲原池の水質等調査

担

業務委 なし
託の実施

　

当

防災ダム事業について

課

、洲原池地区へ事業の

雨

説明を行い、堤防補強

水

及び洪水調節機能の整

対

備を県営事業で進める

策

ことの

成果 同意を得る

課

ことができた。

(でき

款

たこと)

　岩ヶ池地区

項

については、農業関係

目

者より、ため池の水質

担

改善を強く求められ、

当

改善策を検討し事業採

係

択に向けて調整を
課題

計

する必要がある。
(で

画

きなか 
 ため池の雨

係

水貯留能力は、総合治

8

水対策に有効であるた

3

め、ゲリラ豪雨などの

2

洪水対策として早急に進める必要がある
 ったこと)

。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 総合治水対策量の達成度（％） 35.9 35.9 35.9 35.9 50.0
指標

 
指標

　刈谷市では、境川流域総合治水対策策定以前の区画整理事業によ



るので、更なる啓発活動が必要であると認識している。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 雨水貯留浸透施設の年間設置数（件） 20 42 41 45 50
指標

 
指標

雨水貯留浸透施設補助制度は県内にも多くの自治体が実施している。
他市との 岡崎市、碧南市、豊田市、安城市、西尾市、東海市、大府市、知立市、高浜市、東郷町、東浦町ほか23市町
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 605 1,243 1,381 1,500 合計 1,380,600 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 1,380,600 円

一般財源 605 1,243 1,381 1,500

職員人件費　② 2,537 2,871 2,122 1,474

総事業費（①＋②） 3,142 4,114 3,503 2,974

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 7,100 ２４年度特定財源名称

２

Ｄ

４年度迄の累積事業費

　

4,810

２６年度以

　

降の事業費見込 790

　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

５

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 都市

度

環境

基本施策 河川・池

　

沼
施策体系

施策の内容

刈

治水・雨水対策

目
　
　

谷

　
的

　大雨等による浸

市

水被害の軽減を図るた

事

め、

主
た
る
内
容

　定め

務

られた額と設置費用の

事

2/3のいずれか低
一

業

般家庭でも可能な治水

評

対策として、市内の い

価

額を補助する。
宅地等

シ

に雨水貯留浸透施設を

ー

設置する者に補 　補助

ト

金の上限は、一団の土

（

地につき20万円
助金

様

を交付する。 まで。
　

式

補助対象施設は下記の

１

とおり。
　　雨水貯留

）

施設（2基まで）
　　

会

雨水浸透ます
　　雨水

計

浸透管
　　雨水浸透側

名

溝
　　透水性舗装

位
置

担

づ
け

関連計画 刈谷市雨

当

水総合対策整備計画

根

部

拠法令 刈谷市雨水貯留

建

浸透施設設置事業補助

設

金交付要綱

対象者 市民

部

、事業者 事業期間 平成

一

１６年度 ～

実施方法 □

般

直営　□委託　□指定

会

管理　■補助・助成　

計

□その他

雨水貯留浸透施設

Ｂ
　
事
　

設

業
　
実
　
績

２２年度実

置

績 ２３年度実績 ２４年

補

度実績 ２５年度計画

設

助

置件数　20件 設置件

事

数　42件 設置件数　

業

41件 設置件数　45

担

件
（雨水貯留施設19

当

件、雨水浸 （雨水貯留

課

施設41件、透水性 （

雨

雨水貯留施設35件、

水

雨水浸 予算額1,50

対

0,000円
透ます1

策

件、透水性舗装1件）

課

舗装1件） 透ます1件

款

、透水性舗装5件）
補

項

助金額　605,40

目

0円 補助金額　1,2

担

42,800円 補助金

当

額　1,380,60

係

0円

設置されることに

業

より雨水流出抑制に貢

務

献されるため、設置数

係

が増加する事により治

8

水安全度の向上が図ら

3

れる。

成果

(できたこ

2

と)

ホームページ、市民だより等でPRを行っており、問合せ及び設置件数は増加傾向にあるが、まだまだ市民への周知が充分
課題

になされていないと思え



― 1 ― ―
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 22,881 14,000 31,734 0 合計 31,733,800 円
工事請負費 31,733,800 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 22,881 14,000 31,734 0

職員人件費　② 3,624 2,512 2,476 0

総事業費（①＋②） 26,505 16,512 34,210 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 22,881

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

５

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 都市環境

基本

度

施策 河川・池沼
施策体

　

系
施策の内容 水辺空間

刈

の利用

目
　
　
　
的

　河

谷

川環境整備を行い、生

市

態系に配慮した自

主
た

事

る
内
容

　河川環境整備

務

工事（旧茶屋川）
然と

事

のふれあいを可能とす

業

る河川空間を創出 　　

評

潜り橋　　　2基
する

価

。 　　巨石寄石工　　

シ

　　A=50㎡
　　ブ

ー

ロック舗装工　　A=

ト

119㎡
　　単柱シェ

（

ルター　　1基
　河川

様

環境整備工事（準用河

式

川小山川）
　　工事延

１

長　　　　　29m
　

）

　床版設置工　　　　

会

85㎡
　　フェンス工

計

　　　　65m
　　階

名

段築造工　　　　1箇

担

所
　
　

位
置
づ
け

関連計

当

画  

根拠法令  

対象者

部

井ケ谷町地区の一部の

建

市民 事業期間 平成２２

設

年度 ～

実施方法 ■直営

部

　■委託　□指定管理

一

　□補助・助成　□そ

般

の他

会計
河川環境整備

Ｂ
　
事
　
業
　

事

実
　
績

２２年度実績 ２

業

３年度実績 ２４年度実

担

績 ２５年度計画

・旧茶

当

屋川環境整備実施設計

課

・旧茶屋川の環境整備

雨

工事 ・旧茶屋川の環境

水

整備工事 　
業務委託 （

対

平成23年度繰越分）

策

　
・準用河川小山川に

課

歩道を整 　
備する工事

款

　
　　　――――――

項

―

環境整備工事を実施

目

し、自然とのふれあい

担

を可能とする河川空間

当

を住民に提供したこと

係

で、地域住民の河川環

施

境保護に対

成果 する意

設

識啓発ができた。また

管

、茶屋川園（自治会）

理

による維持管理体制が

係

確立された。

(できた

8

こと)

　各所で自然と

3

ふれあいながら散策で

2

きる遊歩道の整備が望まれている。景観・環境の問題から、除草・浚渫依頼の件数
課題

の増加が見込まれる。　
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 水辺環境の整備（箇所） ―



及びデータ監視、4排水機場のデータ監

成果 視設備の整備を実施した。

(できたこと)

課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

成果 中央監視設備整備率（％） 85.1 89.6 100.0 ― ―
指標
成果 子局整備数（排水機場） 5 10 14 ― ―
指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 107,641 72,825 133,641 0 合計 133,640,850 円
工事請負費 133,640,850 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 107,641 72,825 133,641 0

職員人件費　② 2,537 2,512 2,476 0

総事業費（①＋②） 110,178 75,337 136,117 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

５

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 都市環境

基本施策

　

河川・池沼
施策体系

施

刈

策の内容 治水・雨水対

谷

策

目
　
　
　
的

　各排水

市

機場のリアルタイムで

事

の情報収集と

主
た
る
内

務

容

○排水機場集中監視

事

システム整備工事
排水

業

機場のトラブルに対す

評

る的確な判断・指 　・

価

中央監視設備整備工
示

シ

及び職員の安全確保 　

ー

・子局整備工
　　（画

ト

像監視＋データ監視）

（

14排水機場
　・子局

様

整備工
　　（データ監

式

視）15排水機場
　

位

１

置
づ
け

関連計画

根拠法

）

令

対象者 事業期間 平成

会

２１年度 ～ 平成２３年

計

度

実施方法 ■直営　■

名

委託　□指定管理　□

担

補助・助成　□その他

当部 建設部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

排

績

２２年度実績 ２３年

水

度実績 ２４年度実績 ２

機

５年度計画

・中央監視

場

設備(市役所)1式､

集

・中央監視設備増設(

中

市役所)1・中央監視

監

設備増設(市役所)1

視

 
子局設備（画像監視

シ

＋データ 式、子局設備

ス

（画像監視＋デ 式、子

テ

局設備（画像監視＋デ

ム

 
監視）4排水機場、

整

子局設備（ータ監視）

備

6排水機場、子局設ー

事

タ監視）7排水機場  

業

データ監視）1排水機

担

場 備（データ監視）4

当

排水機場 子局設備（デ

課

ータ監視）7排水 
（

雨

平成21年度繰越分）

水

（平成22年度繰越分

対

） 機場（平成23年度

策

繰越分） 　　　―――

課

――――　　　
・中央

款

監視設備増設(市役所

項

)1・中央監視設備増

目

設(市役所)1
式､子

担

局設備（画像監視＋デ

当

ー式、子局設備（画像

係

監視＋デ
タ監視）6排

施

水機場、子局設備ータ

設

監視）7排水機場、子

管

局設
（データ監視）4

理

排水機場 備（データ監

係

視）7排水機場
（15

8

ヶ月予算） （15ヶ月

3

予算）
中央監視設備（

2

雨水対策課）において増設を行った。また、6排水機場の画像監視



Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 福祉安全

度

基本施策 防災
施策体系

　

施策の内容 災害に強い

刈

まちづくり

目
　
　
　
的

谷

　災害により被害を受

市

けた農業用排水施設の

事

主
た
る
内
容

　災害復旧

務

工事
復旧を図り、市民

事

生活の利便性・安全性

業

を確 　災害復旧用資材

評

購入
保する。 　

位
置
づ

価

け

関連計画  

根拠法令

シ

 

対象者 対象者を限定

ー

せず 事業期間 ～

実施方

ト

法 ■直営　■委託　□

（

指定管理　□補助・助

様

成　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　

部

事
　
業
　
実
　
績

２２年

建

度実績 ２３年度実績 ２

設

４年度実績 ２５年度計

部

画

実績なし 実績なし 実

一

績なし 災害発生時には

般

速やかに事業
を実施す

会

る

 

成果

(できたこと

計

)

　災害が発生した場

農

合には、迅速に対応で

業

きるように準備を怠ら

用

ないよう努める必要が

施

ある。
課題

(できなか

設

 

 ったこと)

指標名

災

称（単位）
実績値 目標

害

値

２２年度 ２３年度 ２

復

４年度 ２５年度 ２７年

旧

度

 
指標

 
指標

 
他市

事

との
比較検証

業
担当課 雨水対策

Ｃ
　
事

課

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

款

：千円
２２年度 ２３年

項

度 ２４年度 ２５年度 ２

目

４年度

（決算） （決算

担

） （決算） （予算） 事

当

業費内訳

事業費　① 0

係

0 0 2,500 合計 0

工

 円

財
　
源

特定財源 0

務

0 0 0

一般財源 0 0 0

係

2,500

職員人件費

1

　② 0 0 0 368

総事

1

業費（①＋②） 0 0 0

2

2,868

建
設
事
業

全

2

体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0



Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

２

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

５

事
　
業
　
概
　
要

総合計

年

画
分野 福祉安全

基本施

度

策 防災
施策体系

施策の

　

内容 災害に強いまちづ

刈

くり

目
　
　
　
的

　災害

谷

により被害を受けた河

市

川等の復旧を図

主
た
る

事

内
容

災害復旧工事
り、

務

市民の利便性・安全性

事

を確保する。

位
置
づ
け

業

関連計画  

根拠法令  

評

対象者 対象者を限定せ

価

ず 事業期間 ～

実施方法

シ

■直営　■委託　□指

ー

定管理　□補助・助成

ト

　□その他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事

担

　
業
　
実
　
績

２２年度

当

実績 ２３年度実績 ２４

部

年度実績 ２５年度計画

建

実績なし 実績なし 実績

設

なし 災害発生時には速

部

やかに事業
を実施する

一

 

成果

(できたこと)

般

　災害が発生した場合

会

には、迅速に対応でき

計

るように準備を怠らな

河

いよう努める必要があ

川

る。
課題

(できなか 

災

 ったこと)

指標名称

害

（単位）
実績値 目標値

復

２２年度 ２３年度 ２４

旧

年度 ２５年度 ２７年度

事

 
指標

 
指標

 
他市と

業

の
比較検証

担当課 雨水対策課

Ｃ
　
事
　

款

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

項

千円
２２年度 ２３年度

目

２４年度 ２５年度 ２４

担

年度

（決算） （決算）

当

（決算） （予算） 事業

係

費内訳

事業費　① 0 0

工

0 20,000 合計 0

務

 円

財
　
源

特定財源 0

係

0 0 0

一般財源 0 0 0

1

20,000

職員人件

1

費　② 0 0 0 368

総

3

事業費（①＋②） 0 0

2

0 20,368

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0


